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令和元年度ベーシック研修（受講者）のアンケート結果をご紹介します

・今回の研修を受講し、とても勉強になり、刺激にもなった。
・知らなかったことをいっぱい学べて良かった。いい経験になった。
・研修で教わったことを会社でも活用していきたい。
・仕事での成長につながるよう学んだことを仕事に活かしていきたい。
・コミュニケーション（報・連・相）をとることが大切だと感じた。
・グループで活動することの難しさを体験できた。
・他の人の目標を聞くことで刺激をもらい、より一層の努力をしようと思った。

ものづくり産業支援センターでは、毎年４月上旬にベーシック研修を開催しています。座学と
グループ活動で構成される分かりやすい内容となっていますので、ぜひ参加をご検討ください。

人材不足に悩む中小ものづくり企業・建設企業が、市外・県外から若者を雇用した場合に、鈴
鹿市へ移住する際の費用の一部を支援します。

◆対象 市外から鈴鹿市への移住を伴った４０歳未満の方を正規職員として雇用した中小ものづ

くり企業・建設企業（市内に本社または主な事業所を有すること）

◆補助金額 対象労働者の移住に要した費用（引越費用、入居費用等）の半額（上限２０万円）

◆申込み 申請書に必要書類を添付して産業政策課へ持参

※申請書は鈴鹿市ホームページまたは産業政策課窓口で入手できます。

※申請期限は、対象となる労働者を雇用してから３か月以内です。また、補助の対象

とならない場合もありますので、申請の前に必ずお問い合わせください。

「鈴鹿市ふるさと就職者等雇用支援補助金」をご活用ください

問い合わせ：鈴鹿市産業振興部産業政策課 雇用経済政策グループ
TEL：059-382-8698 FAX：059-382-0304

プログラム別の理解度については、５段階評価で全項目平均4.６となりました。初日の緊張
からか、初期のプログラムはやや理解度のばらつきもあるが、グループ活動以降は、理解度も
上昇しています。
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先輩からの言葉

講義：仕事のやりがい

グループ発表

グループ活動:「ホウ・レン・ソウ」

講義：ものづくりのルール

講義：仕事を確実に

グループ発表

グループ活動：ものづくりグランプリ

講義：現場で役立つものづくりの心得

開講式 挨拶、研修の狙い等

プログラム別理解度
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TEL： 059-382-7011  FAX： 059-384-0868

E-mail：sangyoseisaku@city.suzuka.lg.jp
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市では地域の市道など、市管理地を清掃していただくボランティア清掃活動を対象に、専用ご
み袋の配布と清掃後のごみの回収を支援しています。企業の皆様が社会貢献活動などの一環とし
て実施される場合も対象で、企業の皆様への支援件数も、次のとおり徐々に増加しています。

企業のボランティア清掃活動を支援します

問い合わせ：鈴鹿市環境部廃棄物対策課 廃棄物対策グループ
TEL：059-382-7609     FAX：059-382-2214

年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

支援依頼件数 4件 4件 19件

既にボランティア活動を行っていただいている場合やこの支援を活用して新たにボランティア
清掃活動を始めたい企業の皆様は、お気軽にお問い合わせください。
【依頼方法】
回収希望日の１週間前までに「回収依頼書」と「回収場所の地図」を廃棄物対策課または地区

市民センターに提出してください。また、依頼書１枚の提出で年度間を通じた複数の依頼も可能
です。
【注意事項】
・事業活動に伴う廃棄物は事業者の責任で処理をお願いします。
・専用ごみ袋は、事業系ごみや家庭ごみを出すときには使用できません。
・ごみの回収は原則月曜日に行います。申し込み多数の場合は、回収日が火曜日以降になる場
合があります。

令和元年度 「選択講座研修」受講者を募集します
対 象 現場のリーダークラスを対象にした研修です。
特 徴 抱えている悩みや問題、困り事から脱出する知恵を学べます。

仲間と上手く仕事をする技を学べます。
小人数で座学と演習から学べます。

と き

同じ内容を１日に２回、すべて火曜日に実施します。
午前：９時３０分～１１時３０分 午後：１３時３０分～１５時３０分

ところ ものづくり産業支援センター会議室（市役所別館第3 2階）
定 員 各講座５人（先着順）
内 容 安全：「安全は全てに優先する」、「職場の不安全箇所と不安全作業をなくそう」

品質：「中小企業でよく見かける品質問題」、「再発防止の取組み」、「品質を守る仕
組みと改善の進め方」、「品質が守り切れない職場の実態」

生産：「長時間労働が続く毎日の中で乗り切る為に」「中小企業における生産管理につ
いて」、「突発受注品の対応方法」

製造：「人の環／連携プレイのとり方」、「工程で品質をつくりこむ」、「不良を出さ
ない仕掛け」、「再発防止の確実なやり方」など

申込み 産業政策課ものづくり産業支援センターへお問い合わせください。

講座 前期 後期

安全 7月9日、16日 11月5日、12日

品質 7月23日、30日、8月6日、20日 11月19日、26日、12月3日、10日

生産 8月27日、9月3日、10日 12月17日、24日、1月7日

製造 9月17日、24日、10月1日、8日 1月14日、21日、28日、2月4日


